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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
は
、
二
人
の
女
帝
が
登
場
さ
れ
た
。
第
一
〇
九
代
の
明
正

天
皇
（
一
六
二
四
〜
一
六
九
六
）
と
第
一
一
七
代
の
後
桜
町
天
皇
（
一
七

四
〇
〜
一
八
一
三
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
在
任
の
期
間
は
比
較
的
短
い

（
前
者
は
約
十
三
年
、
後
者
は
八
年
半
）
が
、
譲
位
後
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
長
寿
を
保
た
れ
た
（
前
者
は
数
え
七
十
三
歳
、
後
者
は
数

え
七
十
四
歳
）。

こ
の
両
女
帝
が
自
ら
書
か
れ
た
宸
翰
は
、
か
な
り
多
く
現
存
す
る
。
そ

の
大
部
分
は
『
宸
翰
英
華）

1
（

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外

に
も
既
刊
書
等
で
嘱
目
し
た
も
の
が
相
当
あ
り
、
そ
の
概
要
の
覚
書
を
前

稿）
2
（

に
紹
介
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
十
全
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
近
世
の
女
帝
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た
二
十
数
年
前
か
ら
、
古

書
目
録
な
ど
に
注
意
し
て
い
た
。
す
る
と
幸
い
に
も
、
前
者
と
後
者
の
御

消
息
各
一
点
（
甲
）（
乙
）
が
目
に
と
ま
り
、
共
に
相
当
高
額
で
あ
っ
た

が
、
個
人
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
う
ち
、（
甲
）
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
一
部
（「
か
う
ぎ
よ
く
」
あ

て
御
消
息
八
通
）
を
本
稿
に
移
し
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
検
討
を
加
え
た
。

ま
た
（
乙
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
秋
に
京
都

国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
覧
会
『
宸
翰
│
天
皇
の
書）

3
（

』
に
出
品

さ
れ
図
録
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
内
容
を
検
討
し
、
写
真

と
併
せ
て
紹
介
す
る
。

一　

明
正
上
皇
か
ら
「
か
う
ぎ
よ
く
」
あ
て
御
消
息

明
正
女
帝
（
一
六
二
四
〜
一
六
九
六
）
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四

明
正
上
皇
と
後
桜
町
上
皇
の
宸
筆
御
消
息

所　
　

 

功

史
料
紹
介
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三
）
数
え
二
十
歳
で
譲
位
さ
れ
る
こ
ろ
か
ら
、
京
都
山
科
に
あ
る
十
禅
寺

の
僧
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
帰
依
さ
れ
た
。

こ
の
十
禅
寺
と
い
う
の
は
、
平
安
前
期
の
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
人
康

親
王
（
仁
明
天
皇
第
四
皇
子
）
が
入
道
し
、
そ
の
居
所
を
寺
に
し
た
。
そ

れ
が
長
ら
く
荒
廃
し
て
い
た
の
を
、
江
戸
前
期
の
承
応
二
年
（
一
六
五

三
）、「
真
慶
法
師
」
が
「
中
興
」
し
、
ま
も
な
く
明
暦
元
年
（
一
六
五

五
）
に
「
明
正
院
」（
上
皇
）
が
「
再
営
」
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
を
ま
と

め
た
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
成
立
の
『
十
禅
寺
再
興
縁
起
絵
巻）

4
（

』
に

は
、
真
慶
法
師
の
号
を
「
紅
玉
0

0

」
と
漢
字
で
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
が
十
禅
寺
に
参
上
し
て
、
現
在
も
本
堂
に
奉
安
さ
れ
る
位

牌
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
二
基
並
ん
で
い
る
一
つ
に
、「
当
寺
中
興
柳
陰

菴
江
曲
0

0

禅
師
真
慶
和
尚
／
天
和
三
癸
亥
年
（
一
六
八
三
）
九
月
十
二
日
」

と
あ
り
、
も
う
一
つ
に
「
当
寺
中
興
二
世
権
僧
正
江
玉
0

0

／
元
文
二
丁
巳
歳

（
一
七
三
七
）
三
月
十
二
日
」
と
あ
る
。

こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
明
正
上
皇
が
帰
依
さ
れ
た
真
慶
法
師

は
、
前
者
の
「
江
曲
」
と
み
ら
れ
る
が
、「
江
玉
」
と
も
書
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
表
記
が
二
世
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
宛
て
た
明
正
上
皇
の
御
消
息
と
し
て
、
管
見

の
及
ん
だ
八
通
を
前
稿
に
列
挙
し
た
（
10
・
11
・
12
・
13
／
20
・
21
／

26
・
27
）
が
、
そ
れ
を
後
述
の
推
考
に
よ
り
並
べ
直
し
た
（
10
↓
二
、

11
↓
一
、
12
・
13
↓
三
・
四
、
20
・
21
↓
五
・
六
、
26
・
27
↓
七
・
八
）。

そ
れ
に
前
掲
の
京
博
図
録）

3
（

所
載
の
一
通
（
kh
）
と
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

の
一
通
（
ks
）
と
を
付
け
加
え
て
、
全
十
通
の
釈
文
を
掲
出
す
れ
ば
、
左

の
通
り
で
あ
る
。（
便
宜
、
原
文
に
な
い
濁
点
・
句
読
点
を
加
え
、
平
仮

名
に
漢
字
を
当
て
、
注
目
す
る
用
語
を
太
字
に
し
た
。）

（
一
）　　

め
で
た
く
か
し
く
、

女
五
の
宮
様
の
こ（
今
度
）

ん
ど
め（

召
）し

そ（
副
）へ

ら
れ
候
御
下
屋
し（

敷
）き

は
、
つ（

常
）ね

の

御
殿
よ
り
北
西
よ（
寄
）り

の
よ（

由
）し

に
て
候
。
こ
の
新
御
座
し
き
の
事
に
つ

き
候
て
、
何
か
と
言
ぶ（
分
）ん

ど
も
御
ざ（

座
）候

が
、
も
し
北
だ（

内
裏
）

い
り
な
ど
に

て
は
候
ま
じ
き
や
。
御
か（

考

）

ん
が
へ
候
て
、
御
上
候
べ
く
候
。
此
中
の

御
き（
祈
祷
）

と
う
い
よ
〳
〵
お（

怠

）

こ
た
り
な
く
、
此
事
す（

済
）み

申
候
ま
で
は
、
せ

い
〴（
精
々
）〵

御
き（

祈
念
）

ね
ん
候
べ
く
候
。
又
ひ（

一
日
）

と
ひ
の
御
ぐ（

願

）

わ
ん
か（

掛
）け

候
て
よ

き
所
々
へ
、
御
か
け
候
や
う
に
と
御
出
し
の
御
事
か
け
候
や
。
ど
こ

〴
〵
へ
御
か
け
候
や
、
く（
詳
）は
し
く
所
々
御
か（
書
）き
付
候
て
、
御
上
候
べ

く
候
。
か
し
く

　
　
　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

（
二
）　　

め
で
た
く
か
し
く

て（
天
気
）

ん
き
よ
く
候
へ
ば
、
廿
八
日
に
御
下
や（

屋
）敷

へ
御
幸
な
ら
せ
ら
れ
候

ま
ゝ
、
御
き（
祈
念
）

ね
ん
御
申
た
く
候
て
、廿
九
日
に
御
ま（

参

）

い
り
候
べ
く
候
。

も
し
ま
た
廿
八
日
に
降ふ
り

申
候
へ
ば
、
廿
九
日
に
御
幸
の（
延
）び
申
候
ま

ゝ
、
朔
日
に
御
ま
い
り
候
べ
く
候
。
も
の
ゝ
本
も
た
せ
、
御
ま
い

り
可
レ

有
候
。
い（

伊
予
）よ

の
守
・
さ（

佐
渡
）ど

守
は
じ
め
、
御
な（

内
儀
）

い
ぎ
、
其
外
子
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た
ち
、
残
な
く
そ（

息
）く

災
候
て
、
あ（

悪
事
）

く
じ
・
さ（

災

難

）

い
な
ん
な
く
、
し（

幸

）

あ
は

せ
よ
き
や
う
に
と
、
と
く
と
く
御
き
ね
ん
候
べ
く
候
。
か
し
く

　
　
　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

（
kh
）　　
　

め
で
た
く
か
し
く
、

修
学
院
く（

観

音

）

あ
ん
お
ん
へ
、
ち（

勅

）

よ
く
筆
の

御
が（
額
）く

、
御
き（

寄
進
）

し
ん
あ
そ
ば
し
候
が
、
此
月
中
に
て
も
、

ら
い
月
に
て
も
、
上
様
御
た
め
、
よ
き

吉
日
御
か
ん
が
へ
候
て
、
両
日
か
き
つ
け

御
上
候
べ
く
候
。
此
月
中
に
て
一
日
、
ら
い
月
の
内

一
日
と
両
日
、
御
か
ん
が
へ
上
ら
れ
候
べ
く
候
。

い（
伊
予
）よ

の
守
・
さ（

佐
渡
）ど

の
守
、
い
よ
〳
〵
そ（

息
）く

災
に

し
ゆ
び
よ
く
御
ざ
候
や
う
に
御
き
ね
ん
候
べ
く
候
。
か
し
く

　
　
　

か
う
き
よ
く
へ

（
ks
）　　
　

め
で
た
く
か
し
く
、

昨
日
の
御
か
ん
が
へ
の
事
、
よ
く
ぞ
く
は
し
く
御
申
上
候
。

猶
々
し
ゆ
び
よ
く
や
が
て
の
ぼ
ら
れ
候
や
う
に
、

よ
く
〳
〵
御
き
ね
ん
候
べ
く
候
。
御
返
事
に

お
よ
ば
す
候
。
か
し
く

　
　
　

こ
う
ぎ
よ
く
へ

（
三
）よ（
昨
晩
）べ

し（
初
夜
）

ょ
や
前
に
、
月
の
ふ（

縁
）ち

に
う（

薄

赤

）

す
あ
か
き
雲
、
そ
の
つ（

次
）ぎ

に
又

う（

薄

青

）

す
あ
お
き
雲
と
、
ま（

丸
）る

く
と
と（

取

廻

）

り
ま
は
し
て
御
ざ
候
。
に（

虹
）じ

な
ど

の
や
う
に
御
ざ
候
て
、
や
が
て
き（
消
）ゑ

申
し
候
。
そ（

其
処
許
）

こ
も
と
に
て
も
御

ら（
覧
）ん

じ
候
や
。
か
や
う
の
事
は
あ
ま
り
御
ざ
候
は
ず
候
か
。
何
ぞ
の

気
と
申
し
も
の
に
て
候
は
ん
や
。
く（
苦
）る

し
か
ら
ぬ
こ
と
に
て
候
や
。

御
か（

考

）

ん
が
へ
候
て
、
く（

詳
）わ

し
く
書
付
上
ら
れ
候
べ
く
候
。

 

か
し
く

（
四
）　　

め
で
た
く
か
し
く

江
戸
よ
り
さ（

再

々

）

い
〳
〵
御
ひ（

飛

脚

）

き
や
く
も
ま（

参
）い

り
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
何

の
さ（
沙
汰
）た

も
御
ざ
候
は
ず
候
。
い
よ
〳
〵
首
尾
よ
く
覚
し
め
し
候
。
御

ま
し
に
申
し
候
や
う
に
、
猶
よ
く
御
き（
祈
念
）

ね
ん
候
べ
く
候
。
か
し
く

（
五
）　　

め
で
た
く
／
か
し
く

禁
中
さ
ま
、
こ（

今
年
）

と
し
は
御
た（
祟
）た
り
年
に
て
候
や
。

正
月
・
五
月
に
御
う（
内
裡
）ち

方
の
も
の
に
付
て

何
か
と
ゆ（
憂
）い

事
御
ざ
候
。
こ（

今
度
）

ん
ど
御
れ
う
の

御
屋
ね（
根
）そ（
損
）こ

ね
申
候
に
つ
け
て
な
ど
も
、

も
し
何
ぞ
御
た（
祟
）ゝ

り
な
ど
は
候
ま
じ
く
候
や
。

く（
詳
）は

し
く
御
か（

考

）

ん
が
へ
候
て
、
書
つ
け
上
さ
れ
候
べ
く
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
く

　
　

か
う
ぎ
ょ
く
へ
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（
六
）と（

渡
唐
）

た
う
の
／
天
神
を
御
ゑ（

絵
）に

あ
そ
ば
さ
れ
候
て
、
御
き（

寄
進
）

し
ん
ニ

こ
め
さ
せ
ら
れ
候
は
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
か
／
あ
そ
ば
し

か
ゝ
り
候
。
御
日
が（
柄
）ら　

上
様
の
御
た
め
御
吉
日
を

ら（
来
）い

月
一
月
よ
り
十
日
ま
で
の
内
に
て
、
二
日
御

か（

考

）

ん
が
へ
候
て
、
か（

書

付

）

き
つ
け
上
ら
れ
候
べ
く
候
。
／
か
し
く

　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

（
七
）め
で
た
く
か
し
く

御
く（
蔵
）ら

の
御
座
の
間
よ
り　

た（

巽

）

つ
み
の
方
の
御
屋
ね（

根
）の

下
に

つ（

燕

）

ば
め
二
所
に
す（

巣
）を

か
け
申
候
。

め
で
度
有
よ
し
や
、
御
見
か

へ
し
て
、
か
き
つ
け
／
御
あ
げ
ら
れ
た
し
。

　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

（
八
）右
之
通
よ
く
〳
〵
御
か（

考

）

ん
が
へ
候
て
、
書
付
、

五
日
に
御
参
候
と
き
、
も（
持
）ち

て
ま（

参
）い

り
御
有
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
で
た
く
か
し
く

さ（
相
模
）

が
ミ
の
国
か（

鎌

倉

）

ま
く
ら
は（

長

谷

の

観

音

）

せ
の
く
ハ
ん
を
ん
御
そ（

削
）ぎ

の

木
御
さ
し
、
彦
二
郎
・
弥
右
衛
門
ニ
、
ち（
小
）い

さ
く
ま（

守
）も

り

本
尊
作
ら
さ
せ
ら
れ
候
て
、
被
レ

下
度
候
。

弥
右
衛
門
御
前
ち（
近
）か

き
つ（

務
）と

め
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、

御
奉
公
ミ
ゃ
う
が
に

叶
申
さ
れ
、
萬
さ（

災

難

）

い
な
ん
の（

逃
）が

れ
申
さ
れ
候
や
う
に
、

そ
の
た
め
よ（
良
）き

本
尊
申
上
ら
れ
候
べ
く
候
。

彦
二
郎
ハ
さ
い
く
か（
狩
）り

な
ど
ニ
遠
が（

駆
）け

い
た
さ
れ
候

ま
ゝ
、
こ
れ
も
御
奉
公
ミ（

冥

加

）

や
う
が
お
ハ
し
ま
し
候
。

さ（

災

害

）

い
な
ん
御
の
が
れ
候
や
う
に
、
両
人
な
が
ら
の
よ
く
〳
〵

か（

考

）

ん
が
へ
上
ら
れ
候
べ
く
候
。
つ（

作
）く

ら
れ
候
バ
、
年
中

よ
く
候
は
ん
や
。
た
ゞ
し
春
が
よ
く
候
や
。
こ
れ
も

申
上
ら
れ
候
べ
く
候
。
か
し
く

　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

こ
れ
ら
は
年
次
の
記
載
を
欠
く
が
、
す
べ
て
寛
永
二
十
年
（
一
六
四

三
）
十
月
三
日
の
譲
位
よ
り
以
後
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、（
一
）
に
つ
い
て
は
、「
女
五
の
宮
様
」（
明
正
上
皇
の
同
母
妹

賀
子
内
親
王
）
が
今
度
「
め
し
（
召
）
そ
へ
（
副
）」
ら
れ
る
た
め
、「
つ

ね
（
常
）
の
御
殿
よ
り
北
西
よ
り
（
寄
）」
に
「
御
下
座
し
き
（
敷
）」
を

定
め
ら
れ
る
際
、「
方
た
た
り
（
祟
）
な
ど
」
を
考
え
「
せ
い
ぜ
い
御
き

ね
ん
（
祈
念
）」
す
る
こ
と
を
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
皇
妹
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
二
月
二
十
四
日
に
内
大
臣
の
二

条
光
平
（
生
母
貞
子
内
親
王
）
に
降
嫁
す
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
御
消
息

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
明
正
天
皇
の
譲
位

（
一
六
四
三
）
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
足
ら
ず
に
限
ら
れ
る
。
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つ
い
で
（
二
）
は
、（
一
）
に
い
う
「
御
下
屋
し
き
」
が
禁
裏
域
内
の

御
常
御
殿
の
北
西
寄
（
中
宮
御
所
近
く
か
）
に
あ
り
、
そ
こ
へ
明
正
上
皇

が
「
御
幸
」
し
て
「
御
き
ね
ん
」
さ
れ
る
た
め
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
対
し

て
参
内
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。

そ
の
御
祈
念
は
、
具
体
的
に
「
い
よ
（
伊
予
）
の
守
・
さ
ど
（
佐
渡
）

の
守
」
や
「
御
な
い
ぎ
（
内
儀
）」「
子
た
ち
」
の
「
そ
く
さ
い
（
息
災
）」

を
あ
げ
て
お
ら
れ
、
良
好
な
朝
幕
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
（
二
）
に
み
え
る
「
い
よ
の
守
・
さ
ど
の
守
」
と
は
誰
で
あ
ろ
う

か
。『
柳
営
補
任）

5
（

』
な
ど
に
よ
り
明
正
上
皇
在
世
中
で
朝
廷
に
関
係
深
い

幕
府
の
役
人
を
捜
す
と
、「
禁
裏
付
武
家
」
の
な
か
に
、「
本
院
（
明
正
上

皇
）
付
」
と
し
て
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
九
月
か
ら
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
六
月
ま
で
在
任
し
た
「
神
尾
孫
右
衛
門
守
政
」（
通
称
伊
予

守
）
が
い
る
。

ま
た
「
京
都
所
司
代
」
と
し
て
は
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
十
一
月

か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
五
月
ま
で
在
任
し
た
牧
野
親
成
を
別
に
す

れ
ば
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
閏
八
月
か
ら
同
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

四
月
ま
で
在
任
し
た
小
笠
原
長
重
が
「
佐
渡
守
」
を
称
し
て
い
る
。

こ
の
限
り
で
考
え
れ
れ
ば
、
双
方
の
在
任
期
間
が
重
な
る
の
は
、
元
禄

四
年
（
一
六
九
一
）
閏
八
月
二
十
六
日
の
譲
位
か
ら
翌
五
年
六
月
二
十
五

日
の
「
伊
予
寺
」
退
位
ま
で
、
僅
か
一
年
足
ら
ず
に
限
ら
れ
る
。

さ
れ
ば
、（
二
）
の
御
消
息
は
、（
一
）
の
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
年

ご
ろ
か
ら
四
十
数
年
後
に
書
か
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

場
合
、
初
世
の
真
慶
江
曲
が
既
に
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
入
寂
し
て
い

る
か
ら
、（
二
）
の
「
か
う
ぎ
よ
く
」
は
二
世
江
玉
と
み
る
ほ
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
京
博
の
（
kh
）
は
、
図
録
の
解
説
す
る
ご
と
く
「
修
学
院

の
観
音
堂
に
勅
額
を
下
賜
す
る
の
は
い
つ
が
よ
い
か
勘
進
す
る
よ
う
伝
え

た
消
息
」
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
「
観
音
堂
と
は
、
修
学
院
山
荘
の
中
ノ

茶
屋
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
林
丘
寺
の
本
堂
を
さ
す
」
の
で
あ
ろ
う

が
、
本
堂
の
完
成
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
だ
か
ら
、
こ
れ
を

「
こ
の
前
後
の
も
の
」
と
推
測
す
る
こ
と
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
文
末
に
「
い
よ
の
守
・
さ
ど
の
守
、
い
よ
〳
〵
そ
く
災
に

…
…
」
と
み
え
る
。
こ
の
両
者
が
（
二
）
で
検
討
し
た
ご
と
く
で
あ
れ

ば
、
重
な
る
在
職
期
間
か
ら
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
閏
八
月
よ
り
翌
五

年
六
月
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、（
ks
）
と
（
三
）（
四
）（
五
）
に
つ
い
て
は
、
年
次
が
判
ら
な

い
。
た
だ
（
三
）
は
前
夜
「
月
の
う
ち
」
に
薄
赤
や
薄
青
の
雲
が
丸
く
と

り
廻
し
「
に
じ
（
虹
）
な
ど
の
や
う
」
見
え
た
の
を
不
思
議
に
思
わ
れ
、

「
何
ぞ
の
気
と
申
す
も
の
」
か
と
尋
ね
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
（
四
）
も
、

お
そ
ら
く
江
戸
か
ら
「
御
ひ
き
や
く
（
飛
脚
）」
の
も
た
ら
す
「
さ
た

（
沙
汰
）」
を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
（
26
）
は
「
た
つ
み
（
北

東
）
の
方
の
御
屋
ね
の
下
に
つ
ば
め
（
燕
）
二
所
に
す
（
巣
）
を
か
け
」

た
こ
と
を
「
め
で
度
」
吉
兆
と
見
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
手
懸
り
に
す

れ
ば
少
し
判
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
い
で
（
六
）
に
つ
い
て
は
、「
禁
中
さ
ま
（
今
上
陛
下
）、
こ
と
し
は
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御
た
た
り
（
祟
）
年
に
て
候
」
と
あ
り
、
ま
た
正
月
と
五
月
に
「
御
う
ち

（
内
裏
）
も
の
に
付
て
何
か
と
ゆ
い
（
憂
）
事
御
ざ
候
」
と
記
さ
れ
、「
何

ぞ
の
御
た
ゝ
り
な
ど
」
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
容
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）

の
正
月
十
八
日
か
ら
京
都
で
地
震
が
起
き
、
と
り
わ
け
五
月
一
日
に
は
方

広
寺
の
大
仏
が
倒
壊
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
六
日
に
後
西
天
皇
（
二
十

六
歳
）
が
頓
宮
（
仮
御
所
）
へ
還
ら
れ
る
よ
う
な
事
が
生
じ
て
い
た）

6
（

こ
と

を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、（
七
）
と
（
八
）
は
、（
一
）
に
近
い
元
禄
の
初
め
数
年
間
こ

ろ
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
に
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
ま
で
に
作
成

さ
れ
た
『
十
禅
寺
再
興
御
縁
起
』（
注
（
４
）
参
照
）
と
、
翌
八
年
五
月

に
書
か
れ
た
「
本
院
様
御
持
仏
御
本
尊
」
寄
進
目
録
（
共
に
十
禅
寺
所

蔵
）
が
手
懸
り
に
な
る
。

ま
ず
前
者
（
縁
起
絵
巻
）
に
よ
れ
ば
、
明
正
上
皇
は
明
暦
元
年
（
一
六

五
五
）、
本
尊
「
聖
観
音
像
」
の
「
御
厨
子
」
を
寄
進
し
て
当
寺
を
再
興

さ
れ
、
つ
い
で
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）、
三
間
四
方
の
「
御
堂
」
な
ど

を
建
立
し
、
さ
ら
に
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
宸
筆
の
「
渡
唐
天
神
」

（
絵
像
）
な
ど
を
寄
進
さ
れ
た
と
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
の
が
（
21
）
で
あ
っ
て
、
明
正
上
皇
が
「
と
た
う
天

神
を
御
ゑ
（
絵
）」
に
描
き
十
禅
寺
へ
「
御
き
し
ん
（
寄
進
）」
さ
れ
た
い

と
の
「
お
ぼ
し
め
し
」
に
つ
き
、「
上
様
の
御
た
め
御
吉
日
」
を
考
え
る

よ
う
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、（
21
）
は
元
禄
二
年
の
御
消
息
と
推

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
後
者
（
寄
進
目
録
）
は
、
明
正
上
皇
が
崩
御
さ
れ
る
前
年
の
元
禄

八
年
（
一
六
九
五
）
五
月
、「
二
位
」（
十
禅
寺
に
位
牌
の
あ
る
「
松
了
院

光
月
順
玉
／
明
正
院
御
局
権
中
納
言
局
」
か
）
よ
り
「
十
禅
寺
江
玉
へ
」

宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
如
意
輪
観
音
」「
千
手
観
音
」「
聖
観

音
」「
阿
み
だ
如
来
」「
薬
師
如
来
」「
地
蔵
菩
薩
」
な
ど
「
十
一
品
」
を

あ
げ
、「
本
院
様
、
御
年
よ
ら
せ
ら
れ
候
ゆ
へ
…
…
本
院
様
崩
御
成
し
候

は
ば
、
右
の
ぶ
ん
十
禅
寺
へ
つ
か
は
し
候
や
う
に
と
御
出
さ
れ
候
ま
ゝ
申

渡
し
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
関
連
す
る
か
と
み
ら
れ
る
の
が
（
27
）
で
あ
る
。
明
正
上
皇
は

「
か
ま
く
ら
（
鎌
倉
）
は
せ
（
長
谷
）
の
く
ハ
ん
を
ん
（
観
音
）」
の
「
御

そ
ぎ
（
削
）
の
木
」
で
「
ち
い
さ
き
ま
も
り
本
尊
」
を
「
彦
二
郎
」
と

「
弥
右
衛
門
」
に
作
ら
せ
て
下
賜
さ
れ
る
御
意
向
を
伝
え
て
お
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
（
27
）
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
五
月
よ
り
少
し
前
ご

ろ
の
御
消
息
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二　

新
出
の
「
か
う
ぎ
よ
く
」
あ
て
御
消
息
（
甲
）

こ
の
よ
う
に
明
正
上
皇
か
ら
「
か
う
ぎ
よ
く
」
あ
て
の
御
消
息
は
、
二

十
歳
で
譲
位
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
七
十
三
歳
で
崩
御
さ
れ
る
こ
ろ
ま
で
に
亘

る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
、
少
な
く
と
も
以
上
の
十
通
確
認
で
き
る
。
し
か

も
、
こ
れ
以
外
に
一
通
（
甲
）
を
二
十
年
ほ
ど
前
に
入
手
で
き
た
。
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『舎利礼文』書写奥書
（十禅寺所蔵　縦約 26㎝）
「舎利礼文」は釈尊の遺骨を礼拝する 72字の経典。そ
れを平易に注解された「前大聖禅寺方丈」の「養徳院
永宗尼」（陽徳院永宗。後陽成天皇皇女）から伝えら
れた一冊を、寛文 7年（1667）3月、その姪の「興子」
明正上皇（44歳）が書写校合のうえ十禅寺に下賜さ
れた鈔本の奥書（『宸翰英華』図版 304号所載）。

※左上の一軸は「徳川義親蔵」とあるが、京都市の陽
明文庫や北野天満宮および大阪府守口市の佐太天満宮
などにも所蔵される。翻刻宸翰（六）によれば、十禅
寺にも「とたうの天神を御ゑに」して「御きしん」さ
れたとみられる。

「渡唐天神御押絵」
（縦 94.5㎝、横 52.5㎝）
室町時代から流布した「渡唐天神」像の御押絵に菅原
道真の遺詠と伝えられる歌「心だにまことの／道にか
なひなば／祈らずとても／神やまもらむ」を添えられ
た一軸（『宸翰英華』図版 309号、解説篇 740参照）。
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こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
既
刊
書
等
に
見
あ
た
ら
な
い
が
、「
明
正
上
皇
宸

筆
御
消
息
」
と
の
箱
書
は
、
中
村
直
勝
博
士
（
京
都
大
学
教
授
）
の
達
筆

で
あ
る
。
本
紙
は
縦
31
・
３
㎝
、
横
43
・
５
㎝
で
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
保

存
状
態
も
良
い
。

そ
の
写
真
を
次
頁
上
段
に
掲
載
し
、
そ
の
下
段
に
原
文
の
順
番
ど
お
り

の
釈
文
を
示
し
た
（
読
み
易
く
す
る
た
め
、
濁
点
・
句
読
点
を
加
え
、
平

仮
名
書
き
の
脇
に
漢
字
を
宛
て
、
読
み
順
の
算
用
数
字
を
冠
し
た
）。

こ
れ
を
さ
ら
に
判
り
易
く
す
る
た
め
、
行
間
や
右
袖
の
追
記
を
、
読
み

順
に
よ
り
並
べ
換
え
て
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

㋐　

１　

昨
日
江
戸
よ
り
御
ひ（

飛

脚

）

き
や
く
ま（

参
）い

り
候
て
、

２　

い（
伊
予
）よ

の
守
よ
り
も
御
ふ（

文
）ミ

参
候
。
い
よ
〳
〵

３　

か
は
る
事
な
く
ぶ（
無
事
）じ

の
由
申
参
候
。

４　

弥
々
い
よ
の
守
も
□
（
六
カ
）七
日
此
ニ
ハ
上
り
申
候
。

㋑　

５　

ハ
ん
よ
し
、
申
ま
い
り
候
ま
ゝ
、
其
内
い
よ
〳
〵

６　

そ（
息
）く

災
に
て
あ（

悪

事

・

災

難

）

く
じ
さ
い
な
ん
御
の（

逃
）が

れ
、

７　

し（
首
尾
）

ゆ
び
よ
く
す
る
〳
〵
と
御
上
り
候
や
う
こ
と
、
よ
く

８　

御
き（
祈
念
）

ね
ん
候
べ
く
候
。
さ（

佐
渡
）ど

の
守
ハ
は
や
く
／
し（

首
尾
）

ゆ
び
よ
く

９　

ゑ（

遠

慮

）

ん
り
よ
御
め（

免
）ん

に
て
、
ひ
ろ
〳
〵
と
御
な
り

10　

そ
く
息
に
て
め（
冥
加
）

う
が
に
御
叶
候
や
う
ニ
と
、

11　

よ
く
〳
〵
御
き
ね
ん
候
べ
く
候
。
又

12　

廿
三
日
に
ハ
御
下
や（
屋
敷
）

し
き
へ
御
幸
／
成
候
ま
ゝ
／
か
し
く

13　
　
　
　

か（

江

玉

）

う
ぎ
よ
く
へ

㋒　

14　

そ
こ
も
と
ニ
つ
ゝ
ぢ
花
御
ざ
候
ハ
ゞ
お
な
じ
く
ハ

15　

む
ら
さ
き
、
そ
れ
な
く
バ
あ
か
く
に
て
も
つ（

蕾

）

ぼ
ミ
ヲ

16　

枝
御
お
り
て
、
廿
四
日
ニ
御
ま
い
り
候
時
、
も（
持
）ち

て

17　

御
ま
い
り
候
べ
く
候
。
め
で
た
く　

か
し
く
。

㋓　

18　

て（
天
気
）

ん
き
よ
く
御
き
げ
ん
よ
く
、
す
る
〳
〵
と

19　

御
幸
な
ら
せ
ら
れ
候
や
う
に
御
き（
祈
念
）

ね
ん
／

20　

候
べ
く
候
。

㋔　

21　

廿
四
日
ニ
／
22　

御
参
候
へ
／
か
し
く
。

右
の
御
消
息
も
、
年
次
の
記
載
を
欠
く
が
、
推
定
の
手
懸
り
は
あ
る
。

念
の
た
め
、
文
意
を
略
述
す
れ
ば
、
ま
ず
㋐
㋑
で
、
江
戸
か
ら
の
飛
脚
便

に
よ
り
「
い
よ
の
守
」
が
手
紙
で
近
く
上
京
し
て
く
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

明
正
上
皇
は
、
無
事
に
上
京
で
き
る
よ
う
「
御
き
ね
ん
」
さ
れ
（
１
〜
８

行
）、
ま
た
「
さ
ど
の
守
」
が
何
か
の
理
由
で
公
務
を
「
ゑ
ん
り
よ
」（
遠

慮
）
し
て
い
た
の
が
「
御
免
」（
免
除
）
に
な
り
元
気
に
復
帰
で
き
る
よ

う
「
御
き
ね
ん
」
さ
れ
る
た
め
、
二
十
三
日
に
は
「
御
下
や
し
き
へ
御

幸
」
す
る
こ
と
を
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
伝
え
ら
れ
た
（
８
〜
13
行
）。

つ
ぎ
に
行
間
の
㋒
と
右
袖
の
㋓
㋔
は
、
十
禅
寺
に
「
つ（
躑
躅
）

ゝ
ぢ
花
」
が
あ

れ
ば
、
紫
で
も
赤
で
も
「
つ
ぼ
み
」（
蕾
）
の
枝
を
折
り
、
二
十
四
日
に

御
下
屋
敷
へ
参
内
す
る
時
に
持
っ
て
く
る
よ
う
頼
ま
れ
（
14
〜
17
行
）、

ま
た
二
十
三
日
の
「
御
幸
」
が
好
天
に
恵
ま
れ
首
尾
よ
く
で
き
る
よ
う

「
御
き
ね
ん
」
を
求
め
（
10
〜
19
行
）、
さ
ら
に
二
十
四
日
に
必
ず
「
御

参
」
あ
る
よ
う
念
を
お
さ
れ
て
い
る
（
20
行
）。
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（
甲
）
釈
文

㋔
21
廿
四
日
ニ　
　

㋓
18
て（
天
気
）

ん
き
よ
く
御
き（

気
嫌
）

げ
ん
よ
く
、
す
る
〳
〵
と

　

22
御
参
候
へ
。　
　

19
御
幸
な
ら
せ
ら
れ
候
や
う
ニ
御
き
ね
ん

か
し
く
。　
　
　

20
候
べ
く
候
。

㋐
１
昨
日
、
江
戸
よ
り
御
ひ（

飛

脚

）

き
や
く
ま（

参
）い

り
候
て
、

㋒
14
そ
こ
も
と
ニ
つ
ゝ
ぢ
花
御
ざ
候
ハ
ゞ
お
な
じ
く
ハ

２
い（
伊
予
）よ

の
守
よ
り
も
御
ふ（

文
）ミ

参
候
。
い
よ
〳
〵

15
む
ら
さ
き
、
そ
れ
な
く
バ
あ
か
く
に
て
も
つ（

蕾

）

ぼ
ミ
ヲ

３
か
ほ
る
事
な
く
ぶ
し
の
由
、
申
参
候
。

16
枝
ハ
お
り
て
、
廿
四
日
ニ
御
ま
い
り
候
時
、
も
ち
て

４
弥
々
い
よ
の
守
も
□
（
六
カ
）七

日
此
ニ
ハ
上
り
申
候

17
御
ま
い
り
候
べ
く
候
。
め
で
た
く
か
し
く
。

㋑
５
ハ
ん
よ
し
、
申
ま
い
り
候
ま
ゝ
、
其
内
い
よ
〳
〵

　

６
そ（
息
）く

災
に
て
、
あ（

悪

事

・

災

難

）

く
じ
さ
い
な
ん
御
の（

逃
）が

れ
、

　

７
し（
首
尾
）

ゆ
び
よ
く
す
る
〳
〵
と
御
上
り
候
や
う
こ
と
／
よ
く

　

８
御
き（
祈
念
）

ね
ん
候
べ
く
候
。
さ（

佐
渡
）ど

の
守
ハ
は
や
く
／
し
ゆ
び
よ
く

　

９
ゑ（

遠

慮

）

ん
り
よ
御
め（

免
）ん

に
て
、
ひ
ろ
〳
〵
と
御
な
り

　

10
そ
く
息
に
て
め（
冥
加
）

う
が
に
御
叶
候
や
う
ニ
と
、

　

11
よ
く
〳
〵
御
き
ね
ん
候
べ
く
候
。
又

　

12
廿
三
日
に
ハ
御
下
や（
屋
敷
）

し
き
へ
御
幸
／
成
候
ま
ゝ
／
か
し
く

　

13　
　
　

か
う
ぎ
よ
く
へ

明正天皇宸翰御消息
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明正天皇宸翰御消息

「
明
正
天
皇
宸
翰
御
消
息　

昨
日　

江（
江
戸
）」

「
昭
和
三
十
九
年
如
月
二
十
三
日　

文
学
博
士
中
村
直
勝
虔
題
」
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こ
の
う
ち
、
㋐
㋑
に
み
え
る
「
い
よ
の
守
」
と
「
さ
ど
の
守
」
は
、
前

掲
の
御
消
息
（
二
）
に
つ
い
て
推
考
し
た
「
本
院
（
明
正
上
皇
）
付
」
の

神
尾
守
政
で
あ
り
、
ま
た
「
さ
ど
の
守
」
は
京
都
所
司
代
の
小
笠
原
長
重

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
両
者
の
在
任
期
間
が
重
な
る
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
閏
八
月
か
ら
翌
五
年
六
月
ま
で
の
間
に
出
さ
れ
た
御
消
息
と
推
定
し

う
る
（
㋒
14
・
15
行
の
「
つ
つ
じ
」「
つ
ぼ
み
」
か
ら
考
え
れ
ば
元
禄
五

年
初
夏
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
）。

以
上
、
あ
わ
せ
て
九
通
の
御
消
息
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
後
水
尾
天

皇
と
東
福
門
院
（
徳
川
秀
忠
の
娘
和
子
）
の
間
に
生
ま
れ
て
父
帝
の
後
を

継
が
れ
た
明
正
女
帝
が
、
二
十
歳
で
譲
位
さ
れ
て
か
ら
も
上
皇
（
本
院
）

と
し
て
幕
府
と
良
好
な
関
係
を
保
た
れ
る
と
共
に
、
山
科
十
禅
寺
を
再
興

し
た
法
師
「
か
う
ぎ
よ
く
」
に
深
く
帰
依
さ
れ
、
譲
位
後
ま
も
な
く
禁
裏

内
に
建
て
ら
れ
た
「
下
御
屋
敷
」
へ
再
三
「
御
幸
」
の
際
、
そ
こ
へ
「
か

う
ぎ
よ
く
」
を
招
い
て
会
わ
れ
た
り
、
七
十
歳
で
崩
御
さ
れ
る
ま
で
何
度

も
御
消
息
を
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
晩
年
に
近
い
元
禄
五

年
（
一
六
九
二
）
こ
ろ
の
御
消
息
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
が
、
流
麗
な
筆
跡

に
は
優
し
い
細
や
か
な
心
遣
い
と
気
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

三　

後
桜
町
上
皇
か
ら
九
条
摂
政
へ
の
御
消
息
（
乙
）

一
方
、
後
桜
町
天
皇
（
幼
名
智
子
）
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
数

え
三
十
一
歳
で
甥
の
後
桃
園
天
皇
に
譲
位
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
九
年
後
の

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
そ
の
天
皇
（
二
十
二
歳
）
の
急
逝
に
よ
り
、
継

嗣
に
閑
院
宮
家
出
身
の
兼と
も

仁ひ
と

親
王
（
十
歳
）
を
光
格
天
皇
と
し
て
擁
立

し
、
そ
の
後
見
に
も
尽
力
を
続
け
ら
れ
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
七
十

四
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

そ
の
宸
筆
と
し
て
、
前
稿
に
は
Ａ
『
宸
翰
栄
華
』
収
蔵
分
三
十
二
点
と

Ｂ
『
日
本
の
至
宝
』
な
ど
収
蔵
分
三
十
六
点
、
お
よ
び
新
出
の
三
点
、
合

計
六
十
八
点
の
要
旨
を
列
挙
し
た
。
た
だ
、
大
半
が
御
歌
（
詠
草
）
で
あ

っ
て
、
御
消
息
は
Ａ
に
四
通
（
22
と
30
・
31
・
32
）
と
、
Ｂ
に
四
通
（
39

三
通
と
39
）
の
合
計
八
通
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
内
親
王
の
時
よ
り
在
位
中
・
譲
位
後
ま
で
、
丹
念
に
日
記）

7
（

を

書
い
て
お
ら
れ
る
（
現
存
分
四
十
数
冊
）
ほ
ど
筆
ま
め
な
御
方
で
あ
る
か

ら
、
御
消
息
も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
た
と
想
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
少
し
気
を
付
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一

二
）
秋
、
京
都
国
立
博
物
館
開
催
の
特
別
展
覧
会
『
宸
翰　

天
皇
の
書
』

に
「
後
桜
町
天
皇
宸
翰
御
消
息
」
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
図
録）

3
（

に
「
一
幅

／
紙
本
墨
書
／
縦
四
六
・
七　

横
六
五
・
五
／
江
戸
時
代　

天
明
四
年

（
一
七
八
四
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
他
の
宸
翰
に
ほ
ど
ん
ど
明
示

さ
れ
る
所
蔵
者
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
平
成
最
後
の
昨
年
（
二
〇
一
九
）

早
々
、
そ
れ
（
乙
）
を
京
都
の
古
書
店
か
ら
入
手
で
き
た
。
そ
の
写
真
を

撮
り
直
し
、
釈
文
を
読
み
易
く
補
訂
し
て
左
に
示
そ
う
。
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後桜町天皇（上皇）宸筆御消息

後
桜
町
天
皇
宸
翰
御
消
息　

御
機
嫌
よ
く
／
摂
政
九
條
尚
実
宛

昭
和
丙
辰
（
五
十
一
年
）　

文
月
（
七
月
）　

是
澤
恭
三　

謹
題
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御
消
息
は
、
写
真
の
ご
と
く
広
げ
た
形
で
表
装
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

三
面
の
右
上
ⓐ
に
「
一
」「
二
」、
左
上
ⓑ
に
「
三
」「
四
」、
右
下
ⓒ
に

「
五
」
と
読
み
順
ま
で
付
け
て
あ
る
。
ⓐ
「
一
」
と
ⓒ
「
五
」
は
大
き
目

の
字
、
ｂ
「
三
」
は
中
ほ
ど
の
字
、
ⓐ
「
二
」
と
ⓑ
「
四
」
は
右
袖
に
細

い
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
釈
文
で
は
「
一
」
〜
「
五
」
の
順
に
同
じ
大
き
さ
と

し
、
行
頭
に
算
用
数
字
を
打
ち
（
一
部
行
詰
め
）、
濁
点
・
句
読
点
を
加

え
、
片
仮
名
書
き
の
一
部
に
漢
字
を
宛
て
、
重
要
な
部
分
を
太
字
と
し

た
。ⓐ　

　

一

１　

御
機
嫌
よ
く
御
神
事

２　

あ
そ
ば
さ
れ
め
で
度
さ
、
そ
な
た
も

３　

御
気
丈
に
神
事
か
ず
〳
〵
め
で
度
さ
、

４　

こ
な
た
に
も
無
事
に
て
、
相
か
は
ら
ず

５　

こ
よ
ひ
よ
り
神
事
も
候
て
、
悦
入
候
。

６　

扨
は
茶
の
口
切
、
廿
六
日
と
存
候
。

７　

そ
な
た
御
用
さ
し
つ
か
へ
も
無
し
之
哉
と

８　

ぞ
ん
し
候
。
扨
ま
た
女
一
宮
ふ
か
そ
ぎ

９　

め
で
度
さ
、
廿
四
日
に
表
向

10　

日
が
ら
何
か
仰
出
し
の
由
、
び（
鬢
）ん

の
事
も

11　

内（

内

大

臣

経

熙

）

府
へ
奉
書
出
候
よ
し
。
そ
れ
ニ
付

12　

心
つ
き
候
事
故
申
候
、
今
明
日
の
中
に
て
も
、
か
し
く

　
　
　
　

二

13　

准
后
ま
で
か
本
人
へ
か
、
内
意
御
座
候
ハ
ゞ

14　

よ
く
候
半
。
御
ぞ
ん
じ
の
父（
内
前
）公

ノ
事
ゆ
へ
、さ
候
ハ
、奉
書
出
候
時
、

　

ⓑ　
　

三

15　

御
う
け
も
／　
　
　
　
　
　
　

16　

す
み
や
か
に

17　

よ
く
候
半
。
／　
　
　
　
　
　

18　

す
こ
し
に
て
も

19　

は
や
く
心
得
承
、
か
の
か
た
／
20　

よ
ろ
し
く
と
存
候
ゆ
へ

21　

申
ま
い
ら
せ
候
。
／　
　
　
　

22　

こ
な
た
に
も

23　

な
を
見
合
、
／　
　
　
　
　
　

24　

ち
か
〳
〵
御
所
へ
も

25　

参
り
申
度
さ
、
／　
　
　
　
　

26　

し
か
し
こ
と
に
よ
り
、

27　

来
月
に
成
候
半
も
／　
　
　
　

28　

し
れ
不
申
候
。

29　

 

来
月
は
扨
々
め
で
度
、
／　
　

30　

御
に
ぎ
〳
〵
と
ぞ
ん
じ
ま
い
ら

せ
候
。
／　
　
　
　
　
　
　
　

31　

い
づ
か
た
も
め
で
度
さ
、
万

32　

御
事
多
事
多
候
。
／　
　
　
　

33　

か
す
で
ん
じ
ゆ
も

　
　
　
　

四

34　

上
じ
ゆ
ん
と
／　
　
　
　
　
　

35　

ぞ
ん
じ
候
へ
共
、
今
少

36　

し
ゆ
ん
立
か
と
御
ぼ
へ
／　
　

37　

が
た
き
事
候
。

38　

上
中
の
内
と
は
／　
　
　
　
　

39　

ぞ
ん
じ
て
、
今
日
は

40　

ず
い
分
き（
気
）よ
く
候
へ
共
、
／　

41　

此
せ
つ
は
か
り
が
た
く
候
間
、

　

ⓒ　
　

五

42　

大
長
も
昨
夕
参
ら
れ
悦
候
。
長
は
ん
ほ
ど
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43　

神
事
入
ま
て
居
ら
れ
候
。
こ
な
た
ふ
き
出
の
人
多

44　

無
人
に
候
。
こ
な
た
弥
さ
つ
ぱ
り
と
よ
ろ
し
く
候
等
、

45　

薬
も
よ
く
き
ゝ
悦
ま
い
ら
せ
候
、
御
安
心
候
べ
く
候
。

46　

両
法
楽
も
久
〳
〵
に
て
は
じ
め
、

47　

毎
月
相
か
は
ら
ず
幾
久
し
く
と
祝
候
。

48　

大
（
青
綺
門
院
二
条
舎
子
）

女
院
も
か
く
別
の
事
も
な
く
候
が
、

49　

猶
又
御
用
心
と
も
心
つ
け
候
。

50　

御
心
そ
へ
の
事
、
い
か
ゞ
〳
〵
、

51　

御
気
て（
転
）ん

じ
に
成
候
や
う
に

52　

み
う
け
ま
い
ら
せ
候
。
そ
の
せ
つ
な
ど
ハ

53　

御
気
げ
ん
よ
く
み
へ
候
。

54　

し
か
し
／　
　
　
　
　
　
　
　

55　

御
ぜ
ん
ハ
と
か
く

56　

同
御
事
に
候
べ
く
候
。
／　
　

57　

以
上
。

　

ⓓ
58　

〆　
「
摂
政
殿
へ
」（
宛
名
）

こ
の
御
消
息
に
も
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
面
か
ら
年
月
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
数
字
は
行
数
）。

ま
ず
８
に
「
女
一
宮
ふ
か
そ
ぎ
（
深
曾
木
）」、
ま
た
29
に
「
来
月
は

扨
々
め
で
度
」
と
み
え
る
。
そ
の
「
女
一
宮
」
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七

九
）
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
半
年
前
に
生
ま
れ
た
欣
子
内
親
王
で
あ
る
。
こ

の
御
方
は
、
や
が
て
光
格
天
皇
の
中
宮
に
立
て
る
こ
と
を
予
定
し
て
養
育

さ
れ
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
二
月
、
数
え
六
歳
で
深
曾
木
（
鬢び
ん

親お
や

が
髪
の
先
を
削
ぎ
揃
え
、
少
女
の
成
長
を
祝
う
儀
式
）
が
行
わ
れ
て
い

る）
8
（

。
そ
れ
を
「
来
月
」
と
書
く
の
は
同
年
十
一
月
で
あ
り
、
し
か
も
９
〜

10
に
「
廿
四
日
に
表
向
、
日
が
ら
何
か
仰
出
し
の
由
」
と
み
え
る
か
ら
、

そ
の
少
し
前
あ
た
り
で
書
か
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う）

9
（

。

そ
の
当
時
、
後
桜
町
上
皇
は
四
十
五
歳
、
光
格
天
皇
は
十
四
歳
、
宛
先

の
58
「
摂
政
殿
」
は
高
齢
の
九
条
尚
実
（
六
十
八
歳
）
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
10
〜
11
に
「
び
ん
の
事
も
内
府
へ
奉
書
出
候
」
と
み
え
る
と
お
り
、

深
曾
木
の
鬢
親
を
「
内
府
」（
内
大
臣
）
の
近
衛
経
熙
（
欣
子
内
親
王
の

伯
父
、
二
十
四
歳
）
に
担
当
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
近
衛
家
は
五
摂
家
の
筆
頭
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
世
初

め
、
後
陽
成
天
皇
と
近
衛
前
子
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
子
（
後
水
尾
天
皇
の

同
母
弟
）
が
養
子
に
入
っ
て
い
る
（
皇
別
摂
家
）。

そ
の
五
世
孫
の
近
衛
内
前
（
一
七
二
八
〜
一
七
八
五
）
は
、
娘
の
維
子

（
一
七
五
九
〜
一
七
八
三
）
が
後
桃
園
天
皇
の
女
御
と
な
り
、
そ
の
間
に

欣
子
内
親
王
（
一
七
七
九
〜
一
八
四
六
）
を
儲
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
外
孫
欣
子
内
親
王
を
将
来
后
妃
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
親
王
を
求

め
、
閑
院
宮
家
の
兼
仁
親
王
を
光
格
天
皇
と
し
た
立
役
者
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
欣
子
内
親
王
の
鬢
親
を
内
前
の
継
嗣
経
熙
と

し
、
そ
の
儀
を
熟
知
す
る
（
14
に
「
御
ぞ
ん
じ
の
父
上
」
と
あ
る
）
前
関

白
の
内
前
（
五
十
七
歳
）
に
指
南
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う）

10
（

。

 

（
令
和
二
年
十
月
十
日
稿
）



No. 86, 2021　70モラロジー研究

明正・後桜町両女帝（上皇）関係略図
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71 明正上皇と後桜町上皇の宸筆御消息

補
　
注

（
1
）　

帝
國
学
士
院
編
『
宸
翰
英
華
』（
昭
和
十
九
年
、
ヘ
ラ
ル
ド
社
刊
、
の
ち

同
六
十
三
年
復
刊
、
思
文
閣
出
版
）

（
2
）　

拙
稿
「
明
正
・
後
桜
町
両
女
帝
の
宸
筆
に
関
す
る
覚
書
」（
京
都
産
業
大

学
日
本
文
化
研
究
所
報
『
あ
ふ
ひ
』
第
十
一
号
、
平
成
十
八
年
十
月
）

（
3
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
刊
『
宸
翰
│
天
皇
の
書
』（
平
成
二
十
四
年
）。

（
4
）　
『
十
禅
寺
再
興
縁
起
絵
巻
』（
元
禄
七
年
成
立
、
同
九
年
十
禅
寺
の
奉
納
。

現
在
京
都
国
立
博
物
館
保
管
）
の
詞
書
は
、
田
能
村
忠
雄
氏
「
光
琳
の
師
、
山

本
素
軒
の
画
跡
」（『
國
華
』
七
八
八
号
、
昭
和
三
十
二
年
）
に
全
文
翻
刻
参
照

（
5
）　

大
日
本
近
世
史
料
『
柳
営
補
任
』（
東
京
大
学
出
版
会
）、
竹
内
誠
氏
他
編

『
徳
川
幕
臣
人
名
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
十
二
年
）
等
参
照

（
6
）　

宮
内
省
編
『
明
正
天
皇
実
録
』『
後
西
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房　

平
成

十
八
年
）
寛
文
二
年
条
。

 

こ
の
（
二
）
は
、
小
松
茂
美
氏
が
『
天
皇
の
書
』（
文
春
新
書
、
平
成
十
八
年

四
月
）
に
「
明
正
上
皇
筆　

消
息　

一
通
／
個
人
蔵
」
と
し
て
写
真
を
揚
げ
、

「
文
面
に
よ
れ
ば
、
二
十
八
日
の
、
下
屋
敷
（
下
御
所
＝
後
水
尾
法
皇
御
所
）

へ
の
御
幸
を
挙
げ
る
。
…
…
手
馴
れ
た
流
麗
な
筆
致
。
す
で
に
一
抹
の
老
成
味

が
漂
う
。
天
骨
と
言
う
べ
き
か
。
淡
々
た
る
運
筆
の
中
に
、
ひ
た
す
ら
に
仏
の

道
を
求
め
る
、
い
ま
だ
若
き
女
上
皇
な
が
ら
、
脱
俗
篤
信
の
面
影
が
彷
彿
と
す

る
。
執
筆
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
残
る
他
の
消
息
と
の
比
較
に
於
て
、
退
位
直

後
の
正
保
初
年
、
つ
ま
り
上
皇
二
十
二
、
三
歳
の
手
跡
が
」
と
解
説
さ
れ
る
。

古
筆
学
第
一
人
者
の
鑑
定
で
あ
る
が
、
文
末
の
「
伊
予
守
」
と
「
佐
渡
守
」
に

該
当
す
る
大
物
を
「
禁
裏
付
武
家
」
と
「
京
都
所
司
代
」
か
ら
探
す
限
り
、
両

者
の
在
任
期
間
が
重
な
る
明
正
上
皇
の
晩
年
に
近
い
元
禄
四
〜
五
年
（
六
十
九

〜
七
十
歳
）
と
推
考
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、「
下
屋
敷
」
は
（
一
）
に
み

え
る
と
お
り
、「
つ
ね
（
常
）
の
御
殿
よ
り
北
西
よ
り
（
寄
）
の
女
院
御
所
近

く
と
み
ら
れ
る
。

（
7
）　

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
（
御
物
）『
後
桜
町
天
皇
御
記
』（
全
四
十
一

冊
）
の
影
写
本
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
り
（
東
山
御
文
庫
記
録
）、
ま

た
主
要
な
翻
刻
は
『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
分
載
し
た
。

（
8
）　

宮
内
省
編
『
後
桜
町
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房　

平
成
十
八
年
）
天
明

四
年
十
二
月
二
日
条
所
引
『
院
中
評
定
日
改
案
』。

 

前
掲
（
一
）
は
『
宸
翰
英
華
』（
解
説
篇
七
四
五
）
に
「
京
都
市　

中
村
直
勝

蔵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
新
出
御
消
息
も
同
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
同
氏
著
『
歴
史
の
発
見
│
古
文
書
の
魅
力
』（
人
物
往
来
社　

昭
和

三
十
七
年
、
の
ち
『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
五
巻
、
淡
交
社
、
同
五
十
三
年
）

所
収
「
古
文
書
の
洛
味
」（
四
八
頁
）
で
「
そ
の
頃
（
大
正
の
半
ば
）、
こ
の
Ｇ

荘
に
「
か
う
ぎ
よ
く
上
人
」
に
宛
て
た
明
正
天
皇
宸
翰
が
十
何
通
、
一
か
た
ま

り
に
出
た
と
き
に
も
、
誰
も
手
が
出
せ
な
い
の
で
、
一
枚
一
枚
、
十
何
人
か
が

分
け
て
持
っ
た
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
そ
の
一
通
を
南
都
薬
師
寺
三
重
塔
婆
修

理
の
費
用
に
提
供
し
た
」
と
い
う
。

（
9
）　

御
消
息
の
６
「
茶
の
口
切
」
は
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
に
、
ま
た
46

「
両
法
楽
の
久
々
に
て
は
じ
め
」
と
あ
る
の
も
、
同
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

後
桜
町
上
皇
は
十
年
前
の
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）、
関
白
近
衛
内
前
に

歌
道
を
伝
授
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
御
消
息
（『
宸
翰
英
華
』
図
版
四
一
八
号
、

解
説
篇
一
一
七
五
参
照
）
に
「
主
上
（
後
桃
園
天
皇
）
に
も
御
伝
じ
ゆ
の
御
さ

た
あ
ら
せ
ら
れ
、
な
を
〳
〵
幾
久
し
く
歌
道
は
ん
栄
、
い
は
ゐ
願
入
候
。
明
和

の
は
じ
め
智
子
、
存
じ
ま
い
ら
ず
も
宮
（
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
）
よ
り
つ
た
へ

給
候
…
…
何
と
ゞ
こ
ほ
り
な
く
す
る
〳
〵
と
相
伝
候
了
。
神
の
御
め
ぐ
み
第

一
、
萬
々
忝
御
事
、
…
…
此
う
へ
は
猶
々
そ
な
た
へ
頼
入
候
ま
ゝ
、
よ
く
〳
〵

此
道
に
御
心
を
そ
へ
ら
れ
候
、
萬
事
た
の
み
入
候
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。




